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geschichtl iches Textbuch zum Neuen
Testament. Göttingen: Vandenhoeck &
Ruprecht, 1987, pp. 11–14に従った。
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キリストと世界　第８号（1998年）
紀要編集委員会から日本人キリスト者の
ために，「近年の哲学の動向を紹介して欲
しい」と依頼された。「哲学」と一口で言
っても，それが扱っている内容は諸学問の
基礎論から文化・芸術論にまで及ぶので，
とても限られた紙幅で紹介しきれるもので
はない。そこで日本語で読め，かつ入手し
やすい最近の出版物から，宗教哲学，解釈
学，倫理学の分野に限定して数冊ずつを選
び，キリスト教哲学の観点からコメントし
てみよう。ここで，キリスト教哲学という
言葉で筆者が意味しているのは，一般哲学
をキリスト教世界観から再構成しようとす
る試みのことである。
蠢
数年前に出版された『日本神学史』(1)の最
終章から話を始めよう。本書は日本人の手
によって書かれた最初の神学史であるが，
1970年から90年までの最終章を，小田垣雅
也が執筆している。滝沢克己・八木誠一論
争から始め，哲学と神学の関係を論じ，ポ
ストモダンの思潮に対応した神学のあるべ
き姿に言及している。今，この時代，日本
からの積極的寄与の可能性があるとして，
欧米の学会に向けて問うている（本書の独
訳，英訳が出版されている）。また小田垣
は『現代のキリスト教』(2)の中で提起したネ
オ・ロマンチシズムの立場から筆者らの
『宗教多元主義の探究』(3)の書評を「日本の
神学」(4)に書いている。その立場は筆者の立
場と相容れるものではないが，それでも70
年代以降はポストモダンの時代風潮に入っ
ているという認識，そしてそこでは多元主
義と相対主義が一つの焦点になっていると
いう認識は，筆者と一致している。日本で
はすでに，戦前に出た禅仏教に基づいた西
田哲学が，現代欧米のポストモダンを先取
りしていた。滝沢克己はそれを神学（バル
ト神学）と関係づけた最初の人物であり，
したがって現代の宗教間対話研究の先鞭を
つけることとなった。筆者は『哲学的神学
と現代』の中で，滝沢の純粋神人学を評価
しつつも，彼の「インマヌエルの原事実」
のあいまいさをヘルマン・ドーイヴェルト
の法理念哲学と対決させ，さらに両者を乗
り越える超越論的解釈学を提起している(5)。
オランダの哲学者ファン・ペールセンは
『ポストモダニズムを越えて』(6)の中で，欧
米のポストモダン哲学の特徴として次の六
つを挙げている。盧主観－客観の区別の廃
棄，盪テキスト著者の主体の廃棄，蘯形而
上学への反対，盻言説の多元性，眈哲学史
からの断絶の主張，眇アイロニーと懐疑。
特に脱構築の哲学者の代表格として，デリ
ダ（差異），リオタール（大きな物語の終
焉），ローテイー（プラグマテイズム）を
詳しく取り上げた後，脱構築への代案とし
て「哲学的シュールレアリズム」を提唱し
ている。「哲学的シュールレアリズム」と
は実在（レアルなもの）の徹底化の方向で
あり，古い形而上学のような「現象からの
超越」でもなければ，ポストモダニズムの
ような実在の無視でもない。ここでは実在
の知識の確実性は歴史的，文化的状況に応
じて，常に新たな形の適用と創造的応答を
しながら拡大していく。実在とは人間的経
験と直接に結びついた力動的過程である，
といったホワイトヘッド，ハイデッガー，
ベルグソンらと重なり合う哲学が素描され
ている。
ファン・ペールセンはアムステルダム自
由大学の哲学部の教授をすでに引退してい
たが，筆者がちょうど研究休暇で1996年秋
学期に同学部を訪れていたときに亡くなっ
た。同じ時期にオランダで「哲学と神学」
と題するシンポジュームが開かれ，そのと
きの論文集が最近出版された。その中の一
つ，ヘンドリック・ヘルツエマの論文を
「正統主義神学の刷新をめざして」と題し
て「共立研究」に翻訳連載中であるので合
わせて参照されたい(7)。この論文はギリシ
ャ哲学の合理主義，啓蒙主義の批判精神，
19世紀以降の歴史主義に対して神学がいか
なる反応を示したか，またそれはどう改革
されるべきなのか，が論じられている。
蠡
このシンポジュームの論文集の主題は，
現代のキリスト教哲学と神学の対話であ
り，そこでは解釈学が両者の間の橋渡しに
重要な役割を果たしている。解釈学は脱構
築派が著者抜きの「テキスト」の読み込み
に偏するのに対して，著者と読者の間のコ
ミニュケーションを回復しようとする。解
釈学的哲学者として邦訳紹介されているの
は，ガダマー，ハーバーマス，リクールな
どであろう。ガダマー解釈学については別
著で詳しく述べた(8)。
リクールは，フランス改革派教会に属す
るキリスト者で「聖書解釈学」に強い関心
をもっている。彼は現代の文化状況を生み
出した思想家として，マルクス，ニーチェ，
フロイトを挙げ，彼らの思想と解釈学とを
結びつける(9)。マルクスのイデオロギー批
判，ニーチェの「怨み」（ルサンチマン），
フロイトの幼時期の欲望とコンプレックス
理論，これらに共通していることは一種の
偶像破壊であり，キリスト教への外からの
批判である。これに対してキリスト教信仰
の中からの批判とも言えるのが，ブルトマ
ンの非神話化論である。ブルトマンは福音
書テキストと現代との歴史的，文化的隔た
りを解釈学的手法で結びつけた（但し，彼
の現代文明理解は極めて一面的である；筆
者）。
ブルトマンは過去の地平の方を非神話化
したわけだが，実はその逆に，現代の地平
の方を非神話化して「過去の人の同時代人」
となることも可能である。そのためには，
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象徴的言語の認証ないしは正当化と裁定と
呼ばれる手法により，テキストの意味の回
復がなされなければならない。それによっ
て「より根源的，本質的世界に耳を傾ける」
ことができるようになる，とリクールは言
う。このようにして彼は，構造主義言語学
を乗り越える言語の現象学と存在論に依拠
しつつ，「象徴の意味論」による解釈学を
提起する。これによって“現代文化の基本
的無神論”と対決しようとするのである。
さらに彼は，西洋キリスト教において，聖
書的な神がギリシャ的形而上学の影響によ
り，不可変性，不可受苦性の神へとゆがめ
られたことをも指摘している。
蠱
近年の倫理学もポストモダン哲学を反映
している。マッキンタイヤーの『美徳なき
時代』(10)は個人主義，功利主義の終焉を説
き，アリストテレス主義の復権を意図して
いる。それは政治哲学，社会哲学の分野で，
リバータリアンとコミュニタリアンの間の
論争(11)が行わていることと歩調を合わせて
いる。生命倫理，環境倫理などの応用倫理
学の課題は加藤尚武の『現代倫理学入門』(12)
に要領よくまとめられている。ここで，功
利主義を克服する現代ヒューマニズムの倫
理基準として，ある種の形而上学が模索さ
れている。
神学の側からは，パネンベルクの『キリ
スト教社会倫理』(13)が世俗的倫理との対話
を目指している。そこではトレルチ解釈が
鍵になる。トレルチの「倫理学の根本問題」
ではカント，リッチュル，ヘルマンの問題
意識を受けつつ，道徳哲学における最高善
の追及が神の国の実現と同一視された。こ
れはキリスト教の神が創造の神であり，イ
エスの宣教が世に終末論的な神の支配をも
たらしたからである。ただそれは，中世的
なキリスト教統一文化を意味するのではな
く，セクト的プロテスタントに担われてい
るがゆえに，「キリスト教と非キリスト教
との絶対的裂け目」は意識されていた。そ
れでもトレルチによって，「倫理学の教義
学よりの優位」が導入されたことは間違い
ない。バルトと弁証法神学はこの「優位」
の逆転を遂行し「裂け目」をより強調した
のである。しかしその結果，神学の世から
の遊離を招いたことは否めない。大木英夫
の『新しい共同体の倫理学』(14)は，トレル
チとバルトの間にあって，ニーバーとは違
う第三の道としての「神学的相対主義」の
方法論とピューリタニズムの精神をもっ
て，和辻哲郎の「古い共同体の倫理学」に
対抗した「新しい共同体」の倫理学を構築
しようとする。
これらを具体性をもった政治哲学として
展開していくためには，「キリスト教民主
主義」の体系的研究が必要である。キリス
ト教哲学の分野ではキリスト教民主主義に
ついてかなりの数の文献が出ているが(15)，
残念ながらまだ日本語で読むことができな
い。
なお，ついでながら，ポストモダンの時
代風潮の中で，聖書的キリスト教に基づい
た教育を行うことのできるキリスト教大学
の存在の必要性について，TCＵアイデン
テイテイ研究会編の近刊『大学とキリスト
教教育』を参照されたい(16)。
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